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案内

日本転倒予防学会	
第 1回学術集会
日時：10月 5日（日）9：00 〜 17：00
会場：東京大学伊藤国際学術研究セン
ター＆赤門総合研究棟（東京都文京区）
テーマ：転倒を予防し，希望への道を拓
く
プログラム：特別講演「人生七転び八起
き─スポーツが支えてくれた」河合純一
（パラリンピック競泳金メダリスト・日本
パラリンピアンズ協会会長）／ランチョ
ンセミナー「認知症高齢者の転倒・介護
予防のための医療とケア」鳥羽研二（国立
長寿医療研究センター総長）・「骨粗鬆
症，転倒，要介護の連鎖を断ち切るため
に」山本智章（新潟リハビリテーション病
院院長）／シンポジウム「転倒事例から学
ぶ転倒リスクと予防対策」島田裕之（国立
長寿医療センター室長），宇高さとみ（松
山市民病院医療安全管理者），河野禎之
（筑波大学大学院人間総合科学研究科特
任教授），山本創太（芝浦工業大学工学部
准教授），望月浩一郎（虎ノ門協同法律事
務所弁護士）／パネルディスカッション 1
「転倒予防のための運動介入の効果と課
題」北湯口純（身体教育医学研究所うんな
ん主任研究員），朴眩泰（国立長寿医療研
究センター室長），田中敏明（東京大学先
端科学技術センター特任教授），岡田真
平（身体教育医学研究所所長），小松泰喜
（東京工科大学教授）・2「転倒予防のため
の機器・用具の現状と展望」平塚貴子〔テ
ルモ㈱〕，加藤一生〔ネスレ日本㈱〕，野
田励＆松本悟郎〔㈱ノダ〕，柴谷末秋〔㈱
カネカ〕，中村新一（フィリップス・レス
ピロニクス合同会社）／ワークショップ
「“気づく力 ”・“ 見守る目 ”を養うための
危険予知トレーニング（KYT）基礎と展
開」杉山良子（元武蔵野赤十字病院専従リ
スクマネジャー），黒川美智代（武蔵野赤
十字病院医療安全管理室），神山資将（知
識環境研究会）
参加費：会員 5000 円，非会員 8000 円，
学生 2000 円（当日参加のみ）
※抄録集 2000 円別途
運営事務局：ドゥ・コンベンション
〒101─0063　東京都千代田区神田淡路
町 2─23　アクセス御茶ノ水ビル 5F
TEL：03─5289─7717

FAX：03─5289─8117
E─mail：gakkai@doc-japan.com
http://JSFP2014.umin.ne.jp

案内

足立香代子一日公開講座
日時：10月 12日（日）10：00 ～ 16：00
場所：ダイテックサカエ「クリエイトホー
ル」（愛知県名古屋市）
テーマ：新たな栄養診断法に基づく，症
例の読み解き方・栄養指導の実践ポイン
ト─病院食に学ぶ！～健康食の献立の立
て方
プログラム：新たな栄養診断法に基づ
く，症例の読み解き方・栄養指導の実践
ポイント／病院食に学ぶ！～健康食の献
立の立て方／最新の事例を学ぶ！明日か
ら現場ですぐに役立つ最新研究情報
対象：栄養士・保健師・看護師・薬剤師
他，栄養指導全般にかかわる専門職
定員：150 名（先着順）
参加費：1万 800 円（税込）
申し込み：往復ハガキまたはFAX，E─
mail に，①開催日，②住所，③氏名，④
電話／FAX番号，⑤勤務先（電話番号），
⑥メールアドレスを記入のうえ下記事務
局まで
応募締切：10月 3日（金）消印有効
申し込み・問い合わせ先：NHK文化セ
ンター「足立香代子一日公開講座」事務局
（担当：井上，三瓶，小林）
〒102─8025　東京都千代田区紀尾井町
3─23　文藝春秋新館 7階　ピーアールコ
ンビナート㈱内
TEL：03─3264─5020
FAX：03─3263─5623
E─mail：adachi-seminar@prk.co.jp

助成

聖ルカ・ライフサイエンス
研究所		
平成27年度（2015年度）
の研究助成
公募締切：10月 15日（水）
助成趣旨：（1）医学および看護の臨床教
育に関する研究／（2）臨床疫学，医療の
質並びに病院管理に関する研究／（3）予
防医学に関する研究／（4）看護に関する
研究

【臨床疫学等に関する研究費助成】
助成対象：所属の如何を問わず，上記研
究に従事する個人または研究グループ
研究期間：2015 年 4月 1日から 1年
助成金額：1件につき 50～ 100 万円
募集件数：20 件程度
【臨床疫学の若手研究者の海外派遣助成】
助成対象：所属の如何を問わず，上記助
成の趣旨に適う海外研修（2015 年 4月 1
日～ 2016 年 3月 31日の間に，期間 1年
以上の海外留学を開始する）を希望する
個人／ 2015 年 4月 1日現在満 40 歳未満
の者／申請書提出時点でTOEFL 80 点
以上，またはTOEIC 700 点以上の者
助成金額：1件につき 300 万円
募集件数：3件
詳細：https://sllsi.or.jp/subsidy
問い合わせ：聖ルカ・ライフサイエンス
研究所
〒104─0044　東京都中央区明石町 10─1
TEL：03─5550─4101（内線 6380）
E─mail：sllsi@luke.ac.jp
https://sllsi.or.jp/subsidy

案内

日本看護質評価学会改善機
構法人化記念シンポジウム	
看護の質評価と改善	
研究成果と現場への適用
日時：10月 31日（金）14：00 〜 16：00
会場：兵庫県看護協会ハーモニーホール
（兵庫県神戸市）
プログラム：「ご挨拶」上泉和子（日本看
護質評価改善機構代表理事，青森県立保
健大学学長）／シンポジウム「我が国にお
ける看護の質保証と “改善 ”」─「看護の
質評価研究のはじまりから指標開発ま
で」南裕子（高知県立大学学長），片田範
子（兵庫県立大学研究科長），「看護QI 研
究で明らかになった質の高い看護の本
質」内布敦子（兵庫県立大学看護学部長），
「webサイトで評価・改善の仕組みを作
る」上泉和子／ディスカッション「質改善
KAIZENとマグネティズム」司会：坂下
玲子（兵庫県立大学教授）
参加費：無料
申し込み：ホームページより
問い合わせ：兵庫県立大学内布研究室
TEL：078─925─9435
E ─mail：a_uchinuno@cnau.u-hyogo.
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ac.jp
http://a-youme.jp/jinqi/

案内

平成26年度神戸市看護
大学看護専門職公開講座
日時：11月 3日（月）14：00 〜 16：00
会場：神戸市看護大学ホール
講師：長江弘子（千葉大学大学院看護学
研究科，エンド・オブ・ライフケア看護
学）
定員：500 名（先着順）
参加費：1000 円
申し込み：往復はがきまたはEメールに
「11月 3日専門職講座」と明記のうえ，住
所，氏名（ふりがな），電話番号，職種（看
護師，保健師，助産師等），または学部
学生の別を 10月 11日（金）までに下記事
務局まで
運営事務局：「看護専門職講座」事務局
〒 651─2103　神戸市西区学園西町 3─4　
神戸市看護大学
TEL：078─794─8080（代）
E─mail：office@tr.kobe-ccn.ac.jp

案内

第 34回	
日本看護科学学会学術集会
日時：11月 29日（土）・30日（日）
会場：名古屋国際会議場（愛知県名古屋
市）
テーマ：看護ケア学の構築を目指す─研
究成果を臨床へ

プログラム：会長講演「看護ケア学構築
へ向けての展望」鎌倉やよい（愛知県立大
学副学長，看護学部教授）／特別講演Ⅰ
「看護ケアを科学する方法論の構築─褥瘡
ケアの体系化を目指して」真田弘美（東京
大学大学院医学系研究科）／特別講演Ⅱ
「行動の原理からみる看護環境のアレン
ジ」坂上貴之（慶應義塾大学文学部）／教
育講演Ⅰ「ケアの効果を測定するシング
ルケース研究法」井上雅彦（鳥取大学大学
院医学系研究科）／教育講演Ⅱ「脳卒中患
者の背面開放座位ケアプログラム─開
発・還元・定着のプロセス─そして課
題」大久保暢子（聖路加国際大学）／シン
ポジウムⅠ「実践の課題を研究へ─看護
ケアプログラムの開発」森山美知子（広島
大学大学院保健学研究科），飛田伊都子
（滋慶医療科学大学院大学），布谷摩耶（天
理医療大学）／シンポジウムⅡ「看護ケア
プログラムのイノベーションに向けた方
略」戸崎加奈江（愛知県がんセンター中央
病院），若本恵子（虎の門病院），関根光
枝（日本赤十字社医療センター），髙植幸
子（椙山女学園大学）／ワークショップ，
一般演題，交流集会，市民フォーラム，
ナーシング・サイエンス・カフェなど
参加費（当日）：会員 1万 2000 円，非会
員 1万 4000 円，学生 3000 円
申し込み：ホームページ参照のこと
問い合わせ：運営事務局
株式会社コンベンションリンケージ
〒 460─0008　名古屋市中区栄 3─32─20　
朝日生命矢場町ビル
TEL：052─262─5070
FAX：052─262─5084

E─mail：jans34@c-linkage.co.jp
http://www.c-linkage.co.jp/jans34

案内・募集

第 34回	
日本社会精神医学会
日時：2015 年 3月 5日（木）・6日（金）
会場：富山国際会議場
テーマ：社会に開かれた精神医学のため
に
プログラム：会長講演「生物学的精神医
学と社会」鈴木道雄（富山大学）／特別講
演「社会精神医学は精神医学実践の鏡」西
園昌久（福岡大学）／教育講演「病棟での
自殺予防とポストベンション」高橋祥友
（筑波大学）・「社会性の脳科学」村井俊哉
（京都大学）・「職域メンタルヘルス」黒木
宣夫（東邦大学）・「メンタルヘルス」関根
道和（富山大学）／シンポジウム「早期介
入アップデイト」「アウトリーチ」「治療成
績を市民に公表することの意義」「学校教
育における精神疾患」「これからの医療観
察法のあり方を考える」「各種疾患の心理
教育」／ミニワークショップ「認知リハビ
リテーション」／市民公開講座「ひきこも
りからの出立を考える─つながりの支
援，支援のつながり」
【演題募集】
登録締切：10月 9日（木）
問い合わせ：事務局
TEL：0263─34─7045
E─mail：jssp34@c-linkage.co.jp
http://www.c-linkage.co.jp/jssp34
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